
江戸時代からの挑戦状 
―３００年前の数学「和算」で遊ぼう― 

日にち ２７日（月）２８日（火） 日時 １４：２５～１５：５５ 

大学院生 安藤さん 

  

「和算」は江戸時代の日本人が学んで

いた数学のことです。昔の日本人はみ

んな和算が大好きだったようです。 

今回は「さっさ立て」というものを

しました。ルールは２人でするゲーム

です。おはじきの数は全部で２０枚で

す。おはじきを動かす人と、おはじき

を動かす回数を当てる人に分かれます。

おはじきを動かす人は動かす時に、「さ

ぁ！」と言います。右には１枚ずつ、

左には２枚ずつ置いていきます。そし

て、当てる側の人は、「さぁ！」の数を

聞いて、右と左のおはじきの数を当て

るゲームです。 

例えば、「さぁ！」の数が１３回だったら右におはじきが○枚、左に○枚というように当てるゲームで

す。（答えは 右に６枚、左に１４枚です。） 

 

これは、連立方程式と言い、２年生で学

習します。 

 最初はどうやって当てているのかな～と

気になっていましたが、式で表し計算して

みると、「そうかそうか。」と分かってきま

した。このゲームを考えた昔の人はすごい

なあと思いました。 

 数学は難しいものだと思っていましたが、

やってみると、とても楽しくて和算は面白

いと感じました。僕も和算が好きになりま

した。 
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